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(6)恐喝罪につき、最判昭 24・2・8刑集 3巻 2号 83頁、詐欺罪につき、最判昭 24・2・15
刑集 3巻 2号 175頁、最判昭 34目 8・28刑集 13巻 10号 2906頁、窃盗罪につき、最判
昭 35・4・26刑集 14巻 6号 748頁、最決平元・7・7刑集 43巻 7号 607頁。
(7)佐伯・上掲注（4）166頁、山口・上掲注（4）『刑法各論』187頁等。
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窃盗罪の客体、法益と刑法 242条（内山）
は、窃盗罪による処罰を基礎づける所有権侵害ではなく、間接的な追求権侵害を処
罰根拠とする盗品関与罪の処罰を基礎づけるものに近い。もっとも、Xが、腕時計
が盗品であると知らない場合はもとより、盗品であると知っていたとしても、Xの
行為は 256条所定の各行為には該当しない（本犯助長性も認められない）。
②については、Aは「Bからの要求に従って盗品を返還する義務」を負っている
ことを根拠に、この義務の履行可能性を担保するために、Aの占有自体を保護すべ
きと主張される(43)。しかし、Bからの委託に基づいてAが腕時計を占有してい
るのであればともかく、腕時計が盗品である場合には、Bからの返還要求がなされ
ること自体が現実的でなく、Aに課される返還義務が履行される事態は想定困難で
ある。そのような「履行されるはずもないような返還義務が、違法な占有をあたか
も正当な占有に転化するような作用をもつことを認めるべきではなかろう。結局、
その義務の履行を保護することは、本来の所有者の追求権を保護することと同義で
あり、窃盗犯人の占有自体の要保護性を積極的に基礎づけるものではないように思
われる」(44)。
①についても、②についても、窃盗罪の法定刑による処罰を基礎づけるだけの要
保護性ある占有侵害および所有権侵害といえるレベルには達していないように思わ
れる。235条で保護される占有も 242条と同様に「権原に基づく占有」と解する本
権説からは、「Bの意思に反してAが占有するに至った（Bの占有を離れた）」時計
を領得した行為として、占有離脱物横領罪の成立を認めるべきことになろう(45)。
（明治大学法科大学院教授）
(43)山口・上掲注（4）『刑法各論』192頁、佐伯・上掲注（4）167頁等は、本文①再度の所
有権侵害と②所有者への返還義務の存在による占有の要保護性の両面から、窃盗罪の成
立を基礎づける。
(44)田山・上掲注（1）171頁。
(45)町野朔「判批」西田典之ほか編『刑法判例百選Ⅱ各論』（第 5版、2003年、有斐閣）49
頁、齋藤信治『刑法各論』（第 4版、2014年、有斐閣）103頁以下、田山・上掲注（1）
171頁、180頁注（73）、松原・上掲注（1）184–185頁。
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